
平成 30 年（2018 年）2 月 21 日発表  

兵庫県宍粟市 

宍粟市報道発表（２月定例記者懇談会） 

発表項目 『宍粟市の風景とナリワイを考える会』開催 

概 要 

 

宍粟市では地域の「風景づくり」と「生業づくり」の相乗効果により、新たな起

業や雇用の創出を図る取組、「日本一の風景街道づくり」を推進しています。 

今回、その理念や基本方針を幅広い皆さまと共有するため、次のとおり勉強会を

開催します。 

 

開催概要 

日時：平成 30年 3 月 25 日(日) 午後 2時から 

場所：宍粟防災センター 5 階 ホール 

内容：基調講演、事例発表と意見交換、市の施策説明 

 

基調講演 

【講師】梅原デザイン事務所 代表 梅 原  真(うめばら まこと) 氏 

【演題】『ニッポンの風景をつくりなおせ 一次産業×デザイン＝風景』(仮) 

 

その他 

詳細は別添チラシをご覧ください。 

参 考 ・講演会チラシ 

担当者からの 

お願い 
－ 

担当課 

（問合わせ先） 
所属 地域創生課 担当 原 ℡ 0790-63-3060 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宍 粟 市 の 

風 景 と 

ナリワイ 

を 

考える会 

講師：梅原
う め ば ら

 真
まこと

さん 
 

高知市生まれ。会社勤務後 1980 年よりフリーランス。高知とい

うローカルに拠点を置き「一次産業×デザイン＝風景」という方

程式で活動する。かつおを藁で焼く「一本釣り・藁焼きたたき」、

柚子しかない村からポン酢醤油「ゆずの村」、荒れ果てた栗の

山から「しまんと地栗」、世界中どこにでもある新聞から「しまん

と新聞ばっぐ」、高知県の森林率 84％をおもしろがる「84 はち

よんプロジェクト」、そして砂浜しかない町に「砂浜美術館」のプ

ロデュース。「土地の力を引き出すデザイン」で 2016 毎日デザ

イン賞・特別賞受賞。武蔵野美術大学客員教授 

2018年３月２５日(日) 午後２時-４時(開場1時30分) 
宍粟防災センター ５階ホール 
（兵庫県宍粟市山崎町鹿沢 65-3） 

【お申込・お問合せ】宍粟市役所企画総務部 地域創生課 

電話:0790-63-3066 ファックス:0790-63-3060 

電子メール：chiikisosei-kk@city.shiso.lg.jp 

※ お申込の際はお名前・ご連絡先をお知らせください。 

 

 

入場無料/定員:先着 100 名まで 

し そ う し 

(梅原デザイン事務所／デザイナー) 

 

① 基調講演： 

『ニッポンの風景をつくりなおせ 

 一次産業×デザイン＝風景』 
 

② 事例発表と意見交換: 

地域での実践・課題と将来展望 
 

③ 市からのお知らせ: 

日本一の風景街道づくりについて 



|「日本一の風景街道づくり」ってなに？ 

宍粟市は 1000メートル級の山々、そこから湧き出す清流、日本の原風景を思わ

せる里地や里山、城下町の趣が残る旧市街地など、美しく多彩な風景に溢れていま

す。これら風景は、長い歴史の中で地域の自然や文化と調和した農林漁業や商工業

など、地域の生業(仕事)によって生み出され育まれてきたものです。一方でこれら

の風景は、観光資源や商品の付加価値を高める効果など、地域に新たな生業を生み

出す様々な潜在的価値(ポテンシャル)を秘めています。「日本一の風景街道づくり」

はそのような「風景づくり」と「生業づくり」の相乗効果により、将来にわたって

持続可能な地域づくりをめざす取組です。 

 

| みんなで創る「日本一の風景街道づくりネットワーク」 

「日本一の風景街道づくり」は地域の皆さんが主役です。宍粟にお住まいの皆さんや、外から宍粟に関わってくださる皆さ

んの主体的な取組なくしては成り立ちません。世代や立場を超えて様々な方が理想や目標を共有しながら、それぞれのペース

で積極的に参画していただくための“繋がりの場”として日本一の風景街道づくりネットワークを創設します。 
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風景を育む 
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生業に繋がる 

風景づくり 

生業による 

風景づくり 

風景を活かす 

生業づくり 

① 市民や事業者、NPO、ボランティアなど様々な地域の担い手は、主体的なプレイヤーとして「風景」と「生業」の好循環

を生み出す活動(日本一の風景街道づくり活動)を実践します。 

② 戦略委員会を中心とする「産・官・学・金・労・言」はサポーターとなり、個々のプレイヤーの実態や活動内容に応じ

て必要なサポート(支援)を行います。 

③ サポーターの中の行政部門は自ら担う公共事業としても、「風景」と「生業」の好循環を生み出す活動(日本一の風景街

道づくり活動)を行います。 

④ 様々な活動の成果として消費者や観光客、移住者など顧客の獲得をめざします。 

⑤ 宍粟市はネットワークの設立、運営に関して全体的な調整も行います。 
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■ 「日本一の風景街道づくりネットワーク」のイメージ 
 


